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「私たちの水　生き物たちの水」

　平成31年度の“みやかん”の表紙には、「2018仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

鎌田　理緒奈さん
（仙台市立岩切中学校１年生）
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　３月５日（火）午後２時より当組合３階研修室において、税制
及び働き方改革に関するセミナーを開催したところ、組合員従
業員等32名が受講した。
　当日は、千葉総務課長の司会で開会し、佐竹理事長から「今
年は働き方改革関連法案の施行、秋には消費税の増税が控えて
おり、変革の年となる。今日のセミナーで理解を深めて、しっ
かり対応して頂きたい」と挨拶があった後、早速セミナーに入っ
た。
　はじめに、仙台中税務署法人課税第一部門の伊東宣之統括国
税調査官より、『消費税軽減税率制度』と『中小企業事業承継
税制の特例措置』について説明を受けた。
　伊東氏は、まず消費税軽減税率制度について、軽減税率の対
象品目や区分記載請求書の作成方法、平成35年10月から導入さ
れる適格請求書等保存方式（インボイス制度）等の説明をした。
更に「中小企業等を対象とした軽減税率対策補助金制度がある
ので、必要な方はご検討下さい」と話され、資料として分かり
やすくまとめたイメージ図が配られた。続いて、「事業承継税
制は、後継者（受贈者・相続人等）が非上場会社の株式等を贈
与又は相続等により取得した場合、一定の要件のもとで、贈与
税・相続税の納税が猶予される制度である」とし、その手続き
の流れ等が説明された。そして、「まずは、このような制度が
あることを分かってもらい、詳細は顧問税理士の先生や商工会
議所等に相談して頂きたい」とまとめられた。
　次いで、北山ＦＰ社会保険労務士事務所の北山茂治代表より、

『働き方改革関連法への対応』について説明を受けた。
　北山氏は、働き方改革全体として、“労働時間法制の見直し”

佐竹理事長

伊東氏

北山氏

セミナーの様子

税制及び働き方改革に関するセミナーを開催

と“雇用形態に関わらない公正な待遇の確保”が改革の２本柱であると話され、中でも、今年４月か
ら中小企業等を含めた全ての企業
に義務化される『年５日以上の年
次有給休暇の取得』について、使
用者側の時季指定権などを含めた
具体的な対応策がわかりやすく解
説された。
　最後に、井上環総務・厚生委員
長から「本日のセミナーが各企業
の繁栄の一助になればと思う」と
挨拶があり、セミナーを終了した。
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◆学科部門講習会
　１月13日（日）と14日（月）の両日、仙台市宮城野
区の宮城県立仙台高等技術専門校本館教室におい
て、平成30年度技能検定（建築配管）の学科試験
に向けた講習会を開催したところ、１級16名、２
級16名が受講した。
　この講習会は、１月27日（日）に実施される学科
試験の合格を目指し、１・２級合同で行われた。
出席者は、講師の分かりやすい説明にメモをとり
ながら集中して講習に臨んでいた。
　なお、講師及び講習内容は次のとおり。

○講師
　１月13日（日）　宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科元指導員 砂金 文弘 氏
　１月14日（月）　㈲岩渕設備工業 専務取締役 岩渕 久幸 氏（技能オリンピック全国大会出場者）

○講習内容
　１月13日（日）　・建築配管工法
　　　　　　　　・施工法一般
　　　　　　　　・材料、法規、安全衛生
　　　　　　　　・建築構造と製図
　１月14日（月）　・学科に関する模擬テストと解説
　　　　　　　　・実技に関する計画立案等作業模擬テストと解説

◆実技部門講習会
　１月19日（土）と20日（日）の両日、仙台市宮城野区の仙台人材開発センター実習室において、平成30
年度技能検定（建築配管）の実技試験に向けた講習会を開催したところ、１級20名、２級19名が受講
した。
　両日とも、はじめに講師から現寸図の描き方や
課題製作にあたっての注意事項等が説明され、そ
の後、受講生はポイント毎に講師のアドバイスを
受けたり、疑問点について指導を仰ぎながら、本
番同様の課題に取り組んだ。
　なお、講師は次のとおり。

〇講師
　中島設備工業㈱ 代表取締役 中嶋 剛毅 氏　
　（技能オリンピック世界大会出場者）
　㈲岩渕設備工業 専務取締役 岩渕 久幸 氏　
　（技能オリンピック全国大会出場者）

集中して受講していました

ポイント毎にアドバイスがありました

技能向上訓練（技能検定学科・実技部門講習会）を開催
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平成30年度技能検定実技試験実施

　２月６日（水）・７日（木）の両日、仙台市宮
城野区の仙台人材開発センター実習室におい
て、宮城県職業能力開発協会（会長：渡辺皓
当組合常任相談役）が主催する配管技能士１
級、２級及び３級の実技試験が実施された。
　この試験には、実施協力団体として委託を
受けている当組合から、技能検定委員３名と
補佐員２名が運営にあたり、今年度は１級32
名、２級29名、３級９名、技能五輪25名が受
検した。（白石工業高校においての３級試験、
仙台南職業能力訓練センターにおいての技能 仙台人材開発センターでの試験説明の様子

五輪を含む）
　受検者は、それぞれの標準時間（１級は３時間30分、２級・技能五輪は２時間30分、３級は２時間
15分）内での完成を目標に、集中して課題製作に挑戦していた。
　審査採点は翌８日（金）に行われ、作品は、1.75メガパスカルの水圧検査、及び寸法や出来映えなど
厳正に審査された。
　結果発表は３月15日（金）に行われ、１級18名、２級13名、３級６名が合格した。
　なお、運営にあたった技能検定委員及び補佐員は次のとおり。

○技能検定委員
　　宮城県管工業協同組合　　　　藤岡　正行 氏（㈱アトマックス 代表取締役）
　　　　　　　　　　　　　　　　相澤十四男 氏（㈱相澤設備 取締役会長）
　　　　　　　　　　　　　　　　福田　幸穂 氏（㈱加納工業所 代表取締役）
　　宮城障害者職業能力開発校　　佐藤　猛彦 氏（同開発校 技術主査）　　

○補佐員
　　宮城県管工業協同組合　　　　小島　祥宏 氏（同組合 資材部次長）
　　　　　　　　　　　　　　　　白戸　克治 氏（同組合 工事部次長）　　 
　　宮城県立仙台高等技術専門校　中野　　進 氏（同専門校 設備工事科指導員）　　

白石工業高校で行われた3級検定の様子 厳正な審査が行われました
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仙台市営バスへ広告を掲出

　当組合では、平成31年１月15日から、仙
台市営バス５台に、乗り口戸袋に貼る大型
ステッカーを使って広告を掲出している。
　きっかけは、平成30年７月下旬、仙台市
から、市営バスに広告を出して頂けないか
と要望を受けたことである。従前より、管
工事業界について広く市民にアピールする
ことで、社会における認知度を高め、地位
の向上や若い人の入職を図りたいと考えて
いたことから、理事会において、何を訴え
るのか、そのための図案内容をどうするの
か、色彩や文言は適切か等数回にわたり協
議を続けた。

市営バスの乗り口戸袋に掲示しました

　その中で、イメージ広告ではあるが、①当組合を知って貰うこと、②その業務内容を伝えること、
③組合員は安心して仕事を任せられる存在であることを訴えることとし、バス広告の窓口となる仙台
市交通局指定広告取次人２社から、要望に沿った案を幾つか提出してもらい、左下の別掲のように図
柄を決定した。この図柄は、『“みやかん”2019新春号』の裏表紙内側のページでも紹介している。水
滴形の右側に澄んだ水を、左側に空気を象徴する緑の木の葉を配置し、虹を掛けている。信頼が得ら
れるように72年も続いていること、地元で店を構えていることを強調し、「水と空気を支えて」だけ
では業務内容が分からないので具体的な例を挙げ、連絡方法もインターネットでの検索項目を示して
いる。広告を貼るバスの窓はかなり暗いので、地の色は白にし、くっきりと目立たせている。
　掲出したバスは霞ノ目を含め市内５箇所の営業所に各１台配置されているので、市内のどの場所で
も目にする機会はある。ただ、市営バスは400台以上あるので、広告としての効果の点ではこんな言
い方は問題があるが、確率を考えると遭遇した方は幸運？である。

　２月１日には、加藤仙台市交通事業管理者が宮
管組合を訪れ、佐竹理事長に広告掲出の御礼を述
べられた。
　宮管としては、この機会に同じ図柄のシートを
組合の車両にも貼り、市民へより広くアピールし
たいと考えている。
　この広告掲出については、昨年秋の地区連絡
会ブロック会議で経緯を含めた説明をさせて頂
き、更に仙台市交通局から組合員へも広告掲出の
情報提供を依頼されたということで、皆様へパン
フレットも配付した。もし関心をお持ちの方がい
らっしゃれば、組合ではいつでも情報をお伝えし
たい。指定広告取次人の話では、バスの外面広告
は多くの人の目に触れるので、料金を考えると効
果的な宣伝媒体ということだった。
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青年部コーナー

青年部ファミリーレクリェーションを実施して

ファミリーレクリエーション実行委員　阿部　一貴（三豊工業㈱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１月19日（土）、今年も去年に引き続きボウリング大会を実施しました。
　朝一の送迎バスが、コロナキャットボウルの勘違いで遅れるというハプニングからスタート…汗。
そこは、気の利いたＴ社長が、子供たちを飽きさせないようにジュースやマクドナルドなどを用意し
て対応してくれたとの話です。（あくまで本人談）
　流行りのバイ菌と戦っている方々が何人か欠席となりましたが、総勢36名（大人20名、子供16名）
の参加となりました。
　目黒実行委員長（㈱同和設備工業所）、大泉会長（㈱北栄工業所）の挨拶があり、ゲームスタート！
　子供達の楽しそうな笑い声とガーターに落ちた時の何とも言えない顔が印象的でした。又、会員の
皆さんの楽しそうな顔！仕事では見られませんね（笑）
　ゲーム終了後、焼肉ひがしやまへ移動して懇親会を開催しました。お肉・お酒・ソフトドリンクの
食べ放題、飲み放題の会場では…子供達は食べますね～！！先輩方は飲みますね～！！！奥様方…
もっと飲みますね～！！！！皆、楽しそうに時間を過ごしておりました。
　そして結果発表…まぁ楽しんでいたので結果なんてどうでも良いのですが、ＨＩＧＨスコア245の
方が（*_*）、流石実行委員長！！！
　まだまだ飲み足りない感じの方々や、話足りない感じの方々もいましたが、扇副会長（藤倉設備工
業㈱）による閉会の挨拶で懇親会を終了しました。
　今年も皆様のご協力のお陰で無事ファミリーレクリエーションを終える事が出来ました。次年度も、
家族参加型の楽しく面白い企画を考え実行しますので宜しくお願い致します。
　ありがとうございました。
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ボランティア事業を実施して

ボランティア事業実行副委員長　佐　藤　　健（佐静建設㈱）

　暦の上では立春が過ぎたもののまだまだ
寒さが厳しい２月16日（土）、ボランティア
活動のため、黒いスタッフジャンパーをま
とった18名の宮管青年部員が宮管組合に集
まりました。今年度より就任した大泉会長

（㈱北栄工業所）の挨拶から始まり、金来
委員長（㈱ユーワ技研）による作業内容の
説明の後、早速、飯田保育所班と中田保育
所班に分かれ、車に乗り合わせて現地へ向
かいました。
　それぞれの保育所へ到着後、担当の先生
にご挨拶し、ちょうどお昼寝の時間帯だっ
たため、子供たちを起こさぬよう静かに修

飯田保育所 中田保育所

理にとりかかりました。各々持参してきた工具を取り出し、蛇口のパッキン交換や漏水修繕、保温材
の巻き直し、汚物流しのつまり解消などを行いました。
　作業完了後、保育所の先生方に修理内容説明とメンテナンスのアドバイスを行い、帰りには「寒い
中、本当にありがとうございました。」との感謝の言葉を頂きました。
　この事業は、平成26年に郷古前会長（㈲藤英工業）の『青年部らしい水道にかかわるボランティア
活動を通して地域に貢献したい』という思いから、仙台市子供未来局保育部様のご理解を得て企画実
施されており、今回で５回目となりました。
　私は今回で４回目の参加となりましたが、来年もぜひ参加させて頂きたいと考えております。
　今回のボランティア事業にあたり、仙台市子供未来局保育部の皆様、保育所の先生方、この事業の
趣旨を理解し参加頂いた会員の皆様、ご協力誠にありがとうございました。
　また、ボランティア事業実行委員長をはじめ、委員会の皆様、そして委員でもあり今年度ご卒業の
郷古さん、小野さん、服部さん大変お疲れ様でした。
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平成31年新春講演会を開催して

副会長　扇　　俊介（藤倉設備工業㈱）

　青年部事業として、２月21日（木）午後４時よりホテルグランテラ
ス仙台国分町において、平成31年新春講演会を開催しました。講演
会には、親組合から佐竹理事長をはじめ14名の役員の皆様と、青年
部会員18名、組合職員２名の総勢34名の参加を頂きました。
　講師には、半世紀以上の永きにわたって社業と業界の発展に尽力
してこられました親組合の渡辺皓常任相談役（前理事長）をお招き
し、『私の終活』と題したご講演を頂きました。その中では、自ら
の生い立ちに始まり、ご両親やご兄姉に恩返しをしたいと考えて起
業したこと、また奥様への感謝と労いの言葉がありました。文字ど
おり裸一貫で会社を立ち上げられ、これまでの苦悩や失敗から得た

教訓などを教えて頂くとともに、事業を継続させるための手法や考え方などについても事細かにご教
示頂きました。また、ご家族や会社のことのみならず、親組合の理事長就任時のお話なども頂戴し、
予定していた２時間があっという間に過ぎて、最後に「経営者として家庭を愛し、社員に豊かさを与
え、ご縁があった人々から受けた恩の借りを返すこと。“終活”の時には、この道の経営者で良かっ

親組合　渡辺常任相談役

親組合　佐竹理事長

たと思える人になりたい」と締め括られました。
　その後の懇談会で乾杯のご発声を頂いた佐竹理事長から「本日の
参加者の中で、唯一の創業者である渡辺相談役のお話は大変貴重で
勉強になりました。次世代を担う青年部の皆さんには、大いに参考
になったと思います。ただ“終活”という言葉を使うにはまだまだ
早いですので、これからも引き続き、組合・業界のためにご指導ご
鞭撻をお願いします」との話がありましたように、我々青年部にとっ
て為になる素晴らしい講演内容で、もっといろいろな話を聞いてみ
たいと思いました。
　今回の企画は大変有意義なものとなりましたので、次年度の開催
も検討していきたいと思います。
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お知らせ①

平成 31年 3月から適用する公共工事設計労務単価について

　標記について、国土交通省よりホームページ上に公表されましたのでお知らせします。
　なお、本単価については、３月から適用となります。

国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課

　平成30年度に実施した公共事業労務費調査に基づき、公共工事設計労務単価を決定し、平成
31年３月から適用することとしたので、お知らせします。

　【改訂後の単価のポイント】
　○今回の決定により、全国全職種単純平均で対前年度比3.3％、全国全職種加重平均で対前年度

比4.1％引き上げられることになります。
　○また、必要な法定福利費相当額を加算するなどの措置を行った平成25年度の改訂から７年連続

の引上げにより、全国全職種加重平均値が19,392円となり、公表を開始した平成９年度以降で
最高値となりました。

　○職種別にみると、近年、全国各地で不足状況が多く指摘されている交通誘導警備員の単価（加
重平均値）の上昇（＋7.0％）が顕著です。

　○労務単価には、事業主が負担すべき人件費（必要経費分）は含まれていません。よって、下請
代金に必要経費分を計上しない、又は下請代金から値引くことは不当行為です。

１．平成31年３月から適用する公共工事設計労務単価について
　　決定した都道府県別・職種別の公共工事設計労務単価一覧を「平成31年３月から適用する公共工

事設計労務単価」に示す。なお、単価の決定にあたり、社会保険に未加入の者が適正に加入できる
よう、引き続き、法定福利費相当額を適切に反映している。

　　また、入札不調の発生状況等に応じて公共工事設計労務単価を機動的に見直すことのできるよう
に措置している。

　　公共工事設計労務単価は、国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課及び各地方整備局技術管
理担当課等で閲覧できる。

２．公共工事設計労務単価について
（１）公共工事設計労務単価の構成
　公共工事設計労務単価は、次の①～④で構成される（図−１）
　①基本給相当額
　②基準内手当（当該職種の通常の作業条件及び作業内容の労働に対する手当）
　③臨時の給与（賞与等）
　④実物給与（食事の支給等）

公共工事設計労務単価 基本給相当額 基準内手当 臨時の給与 実物給与＝ ＋ ＋ ＋

図−１　公共工事設計労務単価の構成
① ② ③ ④

所定労働日数１日当たり所定労働時間内８時間当たり
��������������������������������
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（２）公共工事設計労務単価に含まれない賃金、手当、経費
　①時間外、休日及び深夜の労働についての割増賃金
　②各職種の通常の作業条件又は作業内容を超えた労働に対する手当
　③現場管理費（法定福利費（事業主負担分）、研修訓練等に要する費用等）及び一般管理費等の諸

経費
　　例えば、交通誘導警備員Ａ、Ｂの単価については、警備会社に必要な諸経費（現場管理費及び一

般管理費等）は、含まれていない。
（３）留意事項
　　公共工事設計労務単価は公共工事の工事費の積算に用いるためのものであり、以下の点について

十分留意すること。
　・本単価に含まれる賃金の範囲は（１）のとおりであり、（２）に示すものは含まれないこと。
　（法定福利費（事業主負担分）、研修訓練等に要する費用等は、積算上、現場管理費等に含まれている）
　　なお、労働者の雇用に伴う必要経費を含めた金額を参考に示す。
３．公共事業労務費調査の概要について

（１）調査目的
　　公共工事の発注に際し必要となる予定価格の決定にあたっては、「予算決算及び会計令」において、

取引の実例価格、需給の状況等を考慮して適正に定めることとされている。
　　これに基づき、農林水産省及び国土交通省では、公共工事の予定価格の積算に必要な公共工事設

計労務単価を決定するため、所管する公共事業等に従事した建設労働者等に対する賃金の支払実態
を、昭和45年より毎年定期的に調査している。

（２）調査方法
　①調査対象工事
　　　農林水産省及び国土交通省所管の直轄・補助事業等のうち、平成30年10月に施工中の１件当た

り、1,000万円以上の工事を選定母集団として、無作為に抽出。未着工、完了等の無効となった
工事を除く有効工事件数は、11,041件。地方別の有効工事件数を表−１に示す。

　②調査の実施方法
　　　調査対象者は、調査対象工事に従事する51職種の建設労働者等（各職種の定義・作業内容を「調

査対象職種の定義・作業内容」に示す）。労働基準法により使用者に調整・保存が義務付けられ
ている賃金台帳から、請負業者（元請会社及び協力会社）が転記する等して調査票を作成。会場
調査において、調査票記載内容を照合・確認することにより、賃金の支払実態を把握。

　③有効標本数
　　　賃金台帳の不備等による不良標本を除いた有効標本数は、全職種で

91,173人。地方別の有効標本数を表−１に示す。
　④公共工事設計労務単価の決定
　　　有効標本について、所定労働時間内８時間当たりに換算し、都道府

県別・職種別に集計。集計結果を基に、公共工事設計労務単価を決定。
　　　なお、屋根ふき工及び建築ブロック工については、十分な有効標本

数が確保できず、公共工事設計労務単価として設定するに至らなかっ
た。

　⑤その他
　　　平成30年10月調査の対象となった工事の件名及び請負会社名（元請）

については、各地方連絡協議会事務局（国土交通省各地方整備局、北
海道開発局又は沖縄総合事務局の技術管理課等）において、割増対象
賃金比については国土交通省ホームページにおいても閲覧できる。

地方連絡
協議会名

有効工事
件数（件）

有効標本数
（人）

北海道 966 8,572

東　北 1,423 13,685

関　東 1,777 17,144

北　陸 858 6,901

中　部 1,360 10,338

近　畿 1,407 10,474

中　国 929 6,596

四　国 756 5,093

九　州 1,334 10,215

沖　縄 231 2,155

全国計 11,041 91,173

表−１　有効工事件数及び有効標本数



− 10 −

平成31年3月から適用する公共工事設計労務単価
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お知らせ②
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2019 年度  管工事施工管理技術検定試験  

受験講習会(仙台会場)のお知らせ 
全て税込表示 

 

重点ポイント中心の短期集中型。限られた時間で確実に実戦力を身につけるため、出題頻度の高い項目
の説明と関連過去問題の解説を中心とした講義です。 

級  日       程 会 場 名 受講料(税込)  

１級学科 ７/16（火）・17（水）・18（木） 

宮城自治労会館 

35,000円 

１級実地 11/2（土） 19,000円 

２級学科 10/8（火）・9（水） （学科）27,000円 （学科＋実地） 

41,000円 ２級実地 10/10（木） 
（実地）19,000円 
 

※同じ級を再度受講する場合は、 級学科 円、 級学科 円（ ～ 年度学科受講者該当）、

                 級実地 円、 級実地 円（ 年度実地受講者該当）となります。

級 図書名 定価(税込) 送料 

１級 

学科 

管工事施工管理技術テキスト  8,640円 600円 

１級管工事施工管理技術検定試験問題解説集録版  4,320円 500円 

１級 

実地 

 

１級管工事施工管理技術検定実地試験問題解説集   
3,672円 500円 

２級 

学科 

管工事施工管理技術テキスト  8,640円 600円 

２級管工事施工管理技術検定試験問題解説集録版  4,320円 500円 

テキスト＋集録版 1級学科・２級学科 各々１２，９６０円(税込)（送料7００円） 

在宅参加型 ご自宅で解答 受講料９,０００円(税込) 

  詳細は、ＨＰをご覧ください。   

◆会場所在地・講習会プログラムのご確認  

◆ネットで資料請求・講習会及び図書の申込  

◆建設関係  資格取得マニュアルの閲覧  

◆資格取得応援ポスターのダウンロード  

１級 (学科 )３日間講習会（3５ ,000 円）＋実力テスト（9,000 円）⇒４０ ,０００円  

お知らせ③
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お知らせ④

2019年度　各種技能講習・安全衛生教育等実施計画
宮城労働災害防止関係団体

区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
作
業
主
任
者
）

木材加工用機械 林災防 大　衡

プレス機械 労基協 大河原 古　川

乾燥設備 労基協 山形・福島 青森・福島 秋　田 福　島 山　形 岩　手

地山の掘削及び土止め支保工 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

はい作業
陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防（労基協） 古　川

型枠支保工の組立等 建災防 仙　台 仙　台

足場の組立て等
労基協 仙　台 石　巻 仙台・気仙沼

建災防 仙　台 瀬　峰 仙　台 仙　台 仙　台

建築物等の鉄骨の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

木造建築物等の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

コンクリート造工作物の解体等 建災防 仙　台 仙　台

コンクリート橋架設 建災防 仙　台

特定化学物質・四アルキル鉛等 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

石綿作業 労基協 仙　台 仙　台 仙　台

普通第一種圧力容器取扱
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台

鉛 労基協 福　島 青　森

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

有機溶剤 労基協 仙　台 仙台・大河原 仙　台 仙台・大河原 仙　台 仙　台 仙　台 仙台・大河原 古　川

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
就
業
制
限
業
務
）

床上操作式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川 古　川

小型移動式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 石　巻 石巻・瀬峰
石巻・古川

大河原
仙　台

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ガス溶接 労基協 気仙沼
石巻・瀬峰

気仙沼
仙　台 大河原 古　川

フォークリフト運転

陸災防 仙　台 仙　台 仙台２回 仙　台 仙台２回 仙台２回 仙　台 仙　台 仙　台 仙台２回 仙台２回

陸災防（労基協） 石巻・古川 大河原・瀬峰 石巻・古川 大河原 石巻・古川 大河原
石巻・大河原

瀬　峰

ショベルローダー等運転 陸災防 石　巻

車両系建設機械（整地等）運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

車両系建設機械（解体用）運転・５時間コース 建災防 仙　台 仙　台

不整地運搬車運転 建災防 仙　台 仙　台

高所作業車運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台
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玉掛け

労基協 石巻・古川 石　巻
仙台・石巻

大河原
古　川 石巻・大河原 石巻・古川 大河原 大河原

建災防 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 瀬　峰 仙　台 瀬　峰 仙　台 　 仙　台

ボイラー取扱い
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育

研削といしの取替え等
労基協 古川・大河原 石巻・大河原 古　川

建災防 仙　台 仙　台 仙　台

アーク溶接等 労基協 石　巻
仙台・大河原

瀬峰
古　川 気仙沼

電気取扱い業務（低圧） 労基協 気仙沼 石　巻

小型車両系建設機械（整地・運搬・掘削等）運転業務 建災防 仙　台

伐木等の業務 林災防 労働安全衛生法改正に伴い３月１日時点で「未定」です。

クレーン取扱い（５t未満）

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川

労基協 大河原 気仙沼 石　巻 大河原

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 仙　台 仙　台

石綿取扱い作業従事者 建災防 仙　台

粉じん作業 労基協 大河原 仙台・石巻 古　川 塩　釜

廃棄物の焼却施設に関する業務（ダイオキシン類対策） 労基協 仙　台

産業用ロボットの教示等 労基協 古　川 大河原

タイヤの空気充填 タイヤ 仙　台

動力プレスの金型等の取り付け、取り外し 労基協 古　川

除染等業務従事者 中災防 仙　台 仙　台

フルハーネス型安全帯作業

建災防 石　巻 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

中災防 仙　台 仙　台

労基協
石巻・古川

瀬峰・気仙沼
仙　台 大河原２回 塩釜・石巻 仙　台 仙台・古川 塩　釜 仙台・石巻

足場の組立等作業従事者（６時間）

中災防 仙　台 仙　台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 石　巻

各
種
安
全
衛
生
教
育

経
営
首
脳
者
・
現

場
管
理
者
に
対
す

る
安
全
衛
生
教
育

経営者トップセミナー 労基協 仙　台

統括安全衛生管理者セミナー 中災防 仙　台

現場管理者統括管理講習 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

特別教育に
準じた教育 刈払機作業安全衛生教育 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡
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区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

各
種
安
全
衛
生
教
育

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育

衛生工学衛生管理者講習 中災防 仙　台 仙　台

安全管理者選任時教育
中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 仙台・石巻 瀬　峰 仙　台 古　川

安全衛生推進者養成 労基協 仙　台 古　川 仙　台 石　巻 仙台・大河原 瀬　峰 仙　台 仙　台
仙台・大河原

気仙沼

衛生推進者養成 労基協 仙　台 仙　台 仙　台

職長教育及び職長・安全衛生責任
者教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 瀬　峰
仙台・石巻

古川
仙台・大河原 仙台・石巻 古　川 仙台・気仙沼 仙台・大河原

仙台・古川
瀬峰

石　巻
仙台・古川

瀬峰
仙台・大河原

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場点検実務者研修 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

荷役機械等はいの従事者 陸災防 仙　台

車両系荷役運搬機械等作業指揮者 陸災防 仙　台

技
術
者
等
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

定期自主検査者局排・除じん装置等（養成講習） 労基協 仙　台 仙　台

定期自主検査者天井クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台 石　巻

定期自主検査者天井クレーン（安全教育） ＢＣ協 仙　台

定期自主検査者移動式クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

車両系建設機械（運搬・積込・解体用等）検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

高所作業車検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

能
力
向
上
教
育

危
険
有
害
業
務
従
事
者
に

対
す
る
安
全
衛
生
教
育

ボイラー取扱い業務従事者 ＮＢ協 仙　台

移動式クレーン運転士 NC協（労基協） 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト運転業務従事者 陸災防 仙　台 仙　台

玉掛業務従事者 NC協（労基協） 仙　台

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
に
対

す
る
教
育

安全衛生推進者（初任時） 陸災防 仙　台

ボイラー取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

職長・安全衛生責任者 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

職長・安全衛生責任者（製造業） 労基協 開催時期は未定です。

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

技
術
者
等
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

フォークリフト検査業所属、事業内所属 建荷協 仙　台

車両系建設機械（運搬・積込・解体
用等）検査業所属、事業内所属 建荷協 仙　台

高所作業車検査業所属、事業内所属 建荷協 仙　台

ゼ
　
ロ
　
災
　
運
　
動

危険予知活動トレーナー研修会（日帰り３日コース） 中災防 仙　台 仙　台

危険予知活動リーダー研修会（日帰り２日コース） 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練１日研修
中災防 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 大河原

指差し呼称の足場研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台
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そ
　
の
　
他
　
の
　
安
　
全
　
衛
　
生
　
教
　
育

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

マネジメントシステムリーダー研修会 中災防 仙　台

安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント担当者研修 労基協 大河原 古　川 石　巻 気仙沼

化学物質のリスクアセスメント研修 労基協 仙　台 仙　台

職場リーダー向けリスクアセスメント研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント研修会 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

ISO45001 内部監査員養成研修会 中災防 仙　台

ダイオキシン類業務に係る作業指揮者養成研修会 中災防 仙　台

熱中症予防セミナー 中災防 仙　台

熱中症予防管理者教育 建災防 仙　台

化学の基礎から学ぶ化学物質管理研修 中災防 仙　台

管理・監督者のための化学物質管理研修 中災防 仙　台 仙　台 仙　台

化学物質管理者選任時研修（健康障害防止） 中災防 仙　台 仙　台

雇い入れ時安全衛生教育 労基協
仙台２回・古川
大河原・気仙沼

交通労働災害防止担当管理者教育 陸災防 仙　台 大　崎 仙　台

荷役災害防止担当者安全教育 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練教育 労基協 古　川 古　川

事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修 中災防 仙　台 仙　台

管理監督者・職場リーダーのためのラインケアセミナー 中災防 仙　台

THP指導者のための実務向上研修 中災防 仙　台 仙　台

ストレスチェック活用セミナー 中災防 仙　台

職場環境改善のすすめ方セミナー 中災防 仙　台

除染等業務作業指揮者教育 中災防 仙　台 仙　台

職場環境改善担当者研修 建災防 仙　台

ボイラー実技講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転実技講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

受
験
準
備
講
習

第１種衛生管理者受験準備講習 労基協 仙　台 仙　台 仙　台

第２種衛生管理者受験準備講習 中災防 仙　台 仙　台

一級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協

二級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協 仙　台

移動式クレーン運転士受験準備講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ボイラー整備士受験準備講習 ボ整協 仙　台

〈申込み先〉１　 各種講習会、研修会等の問合せ及び申込みは、〈20頁〉に記載してあるそ
れぞれの団体に直接行って下さい。なお、本表に掲げている「実施計画」は、
主催者の都合により一部変更となることがありますのでご注意下さい。

２　 「仙台」「石巻」などの表示は、開催地を表し、「労基協」は、（公社）宮城労働基準協会
を表します。

　　「福島」「岩手」等の表示は、それぞれの労働基準協会の開催となります。
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お知らせ⑤
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をお取り寄せ下さい。

詳しくは「免許申請書とその作り方」



− 23 −

24



− 24 −

免許試験受験申請書は、次の団体でも取り扱っています
（受験準備講習、実技講習、実技教習等及び参考書については下記にお問合せ下さい）

（公社）宮城労働基準協会
　〒980-0811　仙台市青葉区一番町２−５−22　ＧＣ青葉通プラザ４階 ℡　022-265-4091

中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター　　　　　　　　　　　　　　
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉１−３−34 ℡　022-261-2821

全国官報販売協同組合仙台事業部
　〒980-0014　仙台市青葉区本町３−５−22　宮城県管工事会館１階 ℡　022-261-8320

（一社）日本ボイラ協会宮城支部（※ボイラー関係のみ）
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉３−３−48　同心ビル213号 ℡　022-224-2245

（公社）ボイラ・クレーン安全協会宮城事務所（※ボイラー・クレーン関係のみ）
　〒983-0013　仙台市宮城野区中野４−７−19 ℡　022-786-3500

（一社）日本クレーン協会東北支部（※クレーン関係のみ）
　〒980-0014　仙台市青葉区本町２−10−33　第２日本オフィスビル705号 ℡　022-263-3307

◎「出張特別試験」実施のお知らせ
　１．山形、岩手、青森、秋田、庄内、福島の各会場において「出張特別試験」を実施します。
　２．「出張特別試験案内」は各地区ごとに作成していますので、希望受験会場所在地の労働基準協

会等、又はセンターへ４月中旬以降にご照会下さい。
　　　出張特別試験の案内は、センターのホームページでもご覧になれます。
　３．受験申請書の提出先、受付期間等については、センターで試験を実施する場合と異なりますの

でご注意下さい。

免許試験受験申請書の提出先

東北安全衛生技術センター　〒989-2427　岩沼市里の杜１－１－15　℡0223-23-3181　
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仙台と言えば…　 仙台国際ハーフマラソン（愛称：杜の都ハーフ）

　仙台市で、例年５月に開催される「仙台国際ハーフマラソン」大会が、今年は５月12日（日）に行わ
れます。総定員は前回と同じ１万2,650人です。
　第１回大会は、仙台市、公益財団法人仙台市スポーツ振興事業団、宮城陸上競技協会、仙台市陸上
競技協会、みやぎ障害者陸上競技協会、河北新報社、東北放送を主要スポンサーとして、平成３（1991）
年に開催され、参加者は151人でした。平成24（2012）年の第22回大会より、仙台市民マラソンと統合・
再編成して、１万人規模の国際大会へとリニューアルされ、国内のトップランナーから完走を目指す
市民ランナーまでが集う、国内屈指の都市型ハーフマラソン国際大会となりました。
　今年は、各部門のコースも５大会ぶりに大幅に変更され、仙台駅東側の宮城野大通りや元寺小路福
室線など、新しい街並みとして期待される「宮城野エリア」をコース後半に設定し、従前より市街中
心部を楽しめるコースになっています。

◇種目・定員・参加料・制限時間

　大会前日と当日には、協賛各社の大会に関する情報提供や記念品販売、ステージイベント、飲食ブー
スなどの出展等、関連イベントが予定されています。応援に出掛けてみてはいかがですか。 

仙台市陸上競技場東側道路からのスタート時刻は、５キロが９時、２キロ
が９時10分、ハーフの車いすが９時45分、ハーフが10時５分の予定です。
なお、大会当日は仙台市内主要道路で交通規制が行われます。

種　目 定　員 参加料 制限時間 資格タイム等

ハーフ
（エリートの部） 100人 6,000円 ２時間30分

18歳以上（高校生を除く）
ハーフマラソン
　男：１時間10分00秒、女：１時間30分00秒
フルマラソン
　男：２時間30分00秒、女：３時間15分00秒

ハーフ
（陸連登録の部） 1,300人 6,000円 ２時間30分 18歳以上（高校生を除く）

ハーフ
（一般の部） 8,500人 6,000円 ２時間30分 18歳以上（高校生を除く）

ハーフ
（車いすの部） 100人 6,000円 １時間30分 18歳以上（高校生を除く）

ハーフ
（チャリティ） 100人 6,000円

+５万円 ２時間30分 18歳以上（高校生を除く）

ハーフ
（プリンセスランナー） 50人 26,000円 ２時間30分 18歳以上（高校生を除く）、マラソン初心者の

女性　＊ウエア等の特典あり

５キロ 2,000人 2,000円 50分 高校生以上

２キロ 500人 1,000円 20分 60歳以上、小学４年生～中学生
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

クモの糸
　人数的には世界有数の仏教国といえる日本。キリストの誕生日であるクリスマスよりも、知名度は
高くありませんが、４月８日は、仏教の開祖・お釈迦様が生まれた日、「花まつり」の日です
　お釈迦様が登場する話といえば、大正７（1918）年に芥川龍之介が初めて書いた児童文学作品「蜘
蛛の糸」を連想する方が多いと思います。作中、極楽の蓮の池の周りを歩いていたお釈迦様が、地獄
に落ちたカンダタという大泥棒の男を目にしました。カンダタは蜘蛛を助けたことがあったことから、
お釈迦様がこの男に手を差し伸べ、１本の蜘蛛の糸を垂らすというものです。

　さて、このお話で、地獄から逃れようとした大勢の人々がぶら下がった蜘蛛の糸は、現実でも鋼鉄
の340倍の強度があるとも言われており、糸を束ねて４㎜の太さの糸を作り、その糸で作ったハンモッ
クに体重65㎏の人がぶら下がることができたという検証結果もあるそうです。
　その強さの秘密は化学構造にあり、タンパク質でできているクモの糸の主成分は、グリシン、アラ
ニン、グルタミン酸等の代表的なアミノ酸。珍しいものではありませんが、これらが特定の配列で結
合することにより、驚異的な強度となります。
　クモの糸は、縦糸には巣の骨格を作るための強度のある糸で、横糸には獲物を捕まえるために粘着
質で弾力性のある糸というように、性質の異なる７種類の糸を用途に分けて作り出し、使い分けてい
るそうです。

縦糸…�同じ種類のアミノ酸が規則的に配列しているので、繊維同士に水素
結合（引き合う力）が働き、強靭な糸となる。

横糸…�異なる種類のアミノ酸のランダムな配列のため、繊維同士の引き合
う力はあまりなく、柔軟な糸となる。
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　【時には８割の力で】
中央管工業㈱　代表取締役社長
宮城県管工業協同組合 
理事　渡　辺　毅　浩

　間もなく、平成30年余りの歴史に幕を下ろし新元号となります。古来から永々として受け継がれて
きた元号も『明治・大正・昭和・平成』と過ぎ去り、次にどの様な元号に成るのか大変気になるとこ
ろです。
　今では日本でしか使っていない元号、改元の歴史的瞬間を楽しみたいものです。
　翻って、新元号が一歩を踏み出す、この大きな節目の年の２月。おかげさまで中央管工業㈱は創業
50周年を迎えることが出来ました。また私も50歳となることから自分の10年先のビジョンを想定し、
達成に必要とされる要素を考えてみました。今まで培った経験・体験・他

ひ

人
と

からの教え等、様々な記
憶を思い起こしながら【時には８割の力で】の一つの言葉に辿り着きました。なぜ、この言葉をイメー
ジしたのか大きく分けて３つの経験がヒントになりました。

その１．私は今から26年前、平成５年に中央管工業㈱に入社しました。配属先は緊急道路修繕班。こ
のチームの特色は、例えば水道管路破裂漏水事故により、電柱１本以上の水柱が立つのを見て
は使命感が込み上げ、掘削した穴に入って胸の高さまで水に浸かりながら断水を行わずに漏水
分水栓箇所に木栓を打ち込み吹き出る水を止めてしまう等、屈強な男たちで、その集団に配属
され鍛えられました。その当時、道路配水管修繕は人力掘削で、一カ所あたりの残土発生量は
大体２ｔトラック一台分、水が噴き出す中での掘削は、ちょっとしたコツが必要で新人の私に
は手に負えず、ひたすら残土を人力で積込む作業を繰り返す日々。基本的に残土の積込は一人
で行い、荷台の一番奥から積むように角スコップで残土を放り込む。掘削は３人のローテーショ
ンで行うため、気を抜くと、道路に残土が山盛りとなってしまう。また水分も含んでいるため
酷く重い。負けず嫌いの私は掘手に負けまいと120％の力で必死に頑張るけれども３対１では
到底勝てるわけなく、最後はいつも皆に手伝ってもらう始末。体が慣れていない私には結構重
労働でした。そんな私を見かねた先輩がアドバイスをくれました。「掘削も残土上げも、ペー
ス配分と土を掬

すく

う量が大切」そう言われ先輩方々の作業ペースをモニタリングすると、掘るス
ピード（動作）がゆったりしていて一回のスコップに乗る土の量が多い事に気づき全然無駄が
ない。スポーツで例えればマラソンによく似ていると思います。無理をしないペースで体の負
担を極力抑え、持久力を重視し黙々と作業をこなす。自分の作業はハツカネズミのように落ち
着きがなく、ただやみくもに土を突くだけで土を掬う量も少なく仕事というより土いじりのレ
ベルでショックでした。それ以来ペース配分を考えながら作業に取り組むと徐々に体も慣れて
きて３カ月経った頃には一人で２ｔトラック一台積めるようになりました。漏水修繕に必要な
技術（有水下での掘削や鉛管を液体窒素で凍結させながらの鉛管接合等）・特殊な工程・作業
を厳しく指導され全ての作業において〔ペース〕が大切であることを学びました。

その２．『2011年３月11日14：46』体験した誰もが一生消えることのない心に大きな傷を残した「東
日本大震災」。あの恐怖から８年という時が流れても、今、当時の記憶を辿ると脳裏に鮮明に

Note役員ノート
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蘇り涙が出てきます。そして、宮管で発刊した『命の水』には当時の緊迫した状況がストレー
トに記録されています。言わば水道災害復旧の「教訓バイブル」となりました。私も手記の中
で、一番伝えたかったことは水道屋として、地域の守り手としての『使命感』、復旧作業に全
力で取り組む従業員の姿勢、追い込まれた状況でアドレナリンが異常に分泌され、本人達も使
命感から気づかぬ内に120・150・200％と力を発揮してしまう状況下だからこそ、作業に従事
する配分時間、仕事から離れる「ペース配分」がとても重要である事を学びました。

その３．私の趣味『ゴルフ』。このスポーツは、私にとって健康のバロメーターであり、精神を鍛え
るのにも最適です。始めたきっかけは人生の先輩から「将来必ず必要になるから今の間にやっ
ておいた方が良い」と言われ、半ば強制的に始めました。その当時は、まだ若い者でゴルフを
する人は少なく、「二木ゴルフ」でフルセットを￥39,800−で買い、それを担ぎ一人で利府の
丹勝（練習場）に行っていました。少年野球をやっていた私には簡単に思えたゴルフですが、
いざやって見るとこれがまた難しい。なかなかボールに当たりません。たまに当たれば上下左
右、変幻自在に自分の意志とは関係なくボールが飛んでいき、一球打つ毎に大きなため息が出
て、周りで練習している皆の熱い視線を感じながらも夜な夜な必死に打込んでいたある時、一
人の常連さんが近づいてきて「君、ゴルフ始めたばっかりでしょ、クラブ短く持って【８割の力】
で打ってみな」と言われたのでその通り打って見ると、あら不思議、たまに狙ったところに飛
んでいくではありませんか!?少しでも飛ばしたい自分は、全番手フルスイングの練習しかして
いませんでした。時には、今でも飛ばし屋軍団の若い方々とプレーする時は、負けず嫌いの自
分が顔を出し超万振り（フルスイング）です。見事なスライスに思わず心の中で「はい　ＯＢ

（怒）」。そこで「暫定球打ちまーす」今度は見事な引っ掛け「はい　ＯＢ（激怒）」。見かねて
いた後輩が、“タケヒロさん、力入ってますよ！あと顔怖ワー（笑）”その声援にふと我に返り
笑顔を作って【８割の力】で打ってみる。「ナイスショット」、しかも飛んでる。やはり力だけ
ではない事を改めて学習しました。

　こうした経験から、私の10年先のビジョンを達成させるのには、いつも100％の力で突き進むより
もある程度余力を残しつつ、今後、起こり得る時代の変化に柔軟に対応できる様、心にゆとりを持ち、
ペース配分を考えながら【時には８割の力で】と言い聞かせ、新たな時代を皆さんと共に着実に進ん
でいきたいと思う今日この頃でした・・・。
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組 合 の う ご き

１月４日（金）・仙台市・仙台商工会議所「新年のつどい」に佐竹理事長外出席
１月７日（月）・仕事始め
１月８日（火）・（一社）宮城県設備設計事務所協会平成31年新年賀詞交歓会に佐竹理事長出席
１月９日（水）・建設業労働災害防止協会宮城県支部平成31年建設業新年安全祈願祭並びに平成31年建

設業新年安全推進大会に佐竹理事長出席
１月10日（木）・１月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④平成31年新年祝賀会出席状況等報告
　　　　　　　⑤組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①セミナーの開催について
　　　　　　・平成31年新年祝賀会開催、来賓及び組合員等181名出席
１月12日（土）・平成30年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：白石工業高等学校）され、

福田幸穂社長（㈱加納工業所）が技能検定委員として運営にあたる
１月13日（日）・平成30年度技能向上訓練（技能検定学科部門講習会）を開催し、１級16名、２級16名
　～14日（月）　受講
１月15日（火）・仙台設備クラブ平成31年新春懇談会に佐竹理事長、吉田専務理事出席
　　　　　　・組合員㈲丸安設備工業代表取締役社長中野秀夫様葬儀・告別式に佐竹理事長外参列
１月18日（金）・（一社）宮城県建築士事務所協会平成31年新年賀詞交歓会に佐竹理事長出席
　　　　　　・気仙沼管工業協同組合前理事長熊谷功様葬儀に藤井常勤理事参列
１月19日（土）・平成30年度技能向上訓練（技能検定実技部門講習会）を開催し、１級20名、２級19名
　～20日（日）　受講
１月21日（月）・平成30年度保証事業宮城協議会定例会に佐竹理事長出席
　　　　　　・消費税軽減税率対策研修会に阿部経理係長出席
１月23日（水）・仙台市配水管工事業協会平成31年新春懇談会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・仙台電気工事事業協同組合平成31年新春祝賀懇親会に菅原副理事長出席
　　　　　　・（一社）東北空調衛生工事業協会平成31年新年賀詞交歓会に小川理事・扇町本部長出席
１月24日（木）・（公財）仙台市水道サービス公社ロゴマーク選定委員会に吉田専務理事出席
１月25日（金）・東北地方整備局建政部と建設産業専門団体東北地区連合会宮城県支部との平成30年度

懇談会に藤井常勤理事出席
１月27日（日）・組合員㈱金華工業商会代表取締役社長佐竹毅彦氏のご母堂佐竹キヌエ様葬儀に菅原副

理事長外参列
１月29日（火）・平成30年度第３・四半期監査会開催
　　　　　　・仙台商工会議所平成30年度表彰式が開催され、櫻井総務係員が優良従業員表彰を受賞
１月30日（水）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成31年新年賀詞交歓会に佐竹理事長、吉田専務理

事出席
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２月４日（月）・（一社）宮城県建設業協会と建設産業専門団体東北地区連合会宮城県支部との意見交換
会に佐竹理事長出席

　　　　　　・平成30年度仙台市技能職団体連絡協議会新年交流会に佐竹理事長出席
　　　　　　・平成30年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：仙台南職業能力訓練セン

ター）され、相澤十四男会長（㈱相澤設備）が技能検定委員として運営にあたる
２月６日（水）・厚生科学審議会生活環境水道部会第10回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺常任相談役出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館監査役会に武田監事出席
２月６日（水）・平成30年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：仙台高等技術専門校）さ
　～７日（木）　れ、技能検定委員として藤岡正行社長（㈱アトマックス）、相澤十四男会長（㈱相澤

設備）、福田幸穂社長（㈱加納工業所）外が運営にあたる
２月７日（木）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①市民向けＰＲ企画の検討について
２月８日（金）・（公財）給水工事技術振興財団第17回評議員会に渡辺常任相談役出席
　　　　　　・春季労使交渉対策研修会に藤井常勤理事出席
　　　　　　・全管連第52回事務局研修会に千葉総務課長出席
２月14日（木）・２月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第３・四半期決算報告
　　　　　　　④第３・四半期監査報告
　　　　　　　⑤広報委員会報告
　　　　　　　⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定実技試験決算報告
　　　　　　　⑦平成31年新年祝賀会決算等報告
　　　　　　　⑧嘱託員の人事について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①全管連表彰該当候補者の推薦について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①全管連第59回通常総会・全国大会への参加について
　　　　　　　②平成31年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　　　　　　　③春季労使交渉について
　　　　　　・平成32年度水道施設整備費に係る歩掛表改定要望の提出に向けた検討会ワーキンググ

ループに渡辺理事出席
２月15日（金）・官公需受注対策セミナー及び懇親会に佐竹理事長出席
２月19日（火）・宮城県職業能力開発協会平成30年度第２回理事会に渡辺常任相談役出席
　　　　　　・第30回技能グランプリ宮城県選手団結団式に渡辺常任相談役出席
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合2019春季要求
２月20日（水）・東北管工事業厚生年金基金清算報告会に渡辺常任相談役外出席
２月21日（木）・宮管青年部連絡協議会平成31年新春講演会並びに懇談会に佐竹理事長、渡辺常任相談

役外出席
２月22日（金）・平成30年度建設専門業の経営革新支援研修会に千葉総務課長出席
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２月25日（月）・組合会計業務（決算）講習会に阿部経理係長出席
　～26日（火）
２月27日（水）・神奈川県管工事業協同組合理事長原宣幸氏黄綬褒章受章を祝う会に渡辺常任相談役出

席
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社第32回理事会に菅原副理事長、藤井常勤理事出席
　　　　　　・復旧・復興事業ゼロ災年度末安全総決起大会に本山副理事長外出席

　当組合元監事、㈲丸安設備工業　代表取締役社長　中野秀夫様におか
れましては、かねて病気療養中のところ、１月11日にご逝去されました。
満67歳でした。
　中野さんは、昭和54年に秀栄住機興を創業、昭和56年に㈲秀栄住機工
業を設立、昭和60年に現在の㈲丸安設備工業の代表取締役に就任なさ
れ、以来、終始一貫して、地域に根差した管工事業者として、主に一般

住宅の給排水・衛生設備工事を通して住環境の整備に力を尽くされました。
　また、当組合にあっては、昭和63年から２期４年にわたり広報委員を、平成６年から８期
16年の長きにわたって上下水道委員を務められました。平成22年５月には衆望を担って組合
監事に就任し、３期６年にわたり当組合の事業運営に尽力されました。
　葬儀は１月15日（火）午後１時から、仙台市青葉区の「フローラルプラザ愛子」にて、しめ
やかに執り行わられ、組合を代表して佐竹理事長が参列し弔辞を奉読、故人のご冥福をお祈
り致しました。

訃　　　報

組合員のうごき

○組合脱退	 【平成31年３月31日付】

　斎久工業 株式会社 東北支店（No.144）
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理事（役員）会報告

－１月度役員会－　
１．日　　時　　平成31年１月10日（木）16：00 ～ 16：40
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・藤井理事
　　　　　　　　　　　　　小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事
　　　　　　　　　　　　　小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の12月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ12月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、機関誌「みやかん」新春号の掲載予定記事、理事会から諮問された市民向け
ＰＲ企画の検討経過等について報告され、一同了承した。

④平成31年新年祝賀会出席状況等報告
　吉田専務理事より、首題祝賀会の出席予定人数や次第、来賓の席割等について説明され、一同了承
した。

⑤組合員の脱退について
　須藤総務部長より、組合員１社から任意脱退の予告書が提出された旨が報告され、定款に基づき翌
事業年度末（2020年３月31日付）をもって脱退処理することで一同了承した。

※協議事項
①セミナーの開催について
　吉田専務理事より、消費税軽減税率制度、事業承継税制の特例措置、及び働き方改革関連法への対
応等について、来る３月５日に総務・厚生委員会所管でセミナーを開催したい旨が提案され、一同了
承した。
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－２月度役員会－　
１．日　　時　　平成31年２月14日（木）15：00 ～ 16：30　
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・藤井理事
　　　　　　　　　　　　　小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事
　　　　　　　　　　　　　小川理事・郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の１月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材及び工事の１月度の実績と前年比、及び目標額に対する達成率等について報告さ
れ、一同了承した。

③第３・四半期決算報告
④第３・四半期監査報告
　須藤総務部長より、第３・四半期の決算内容について説明され、次いで武田監事より、監査の結果、
適正に処理されていることを認めた旨が報告され、一同了承した。

⑤広報委員会報告
　赤間広報委員長より、組合のＰＲイベントについて検討した内容が報告され、委員会としてはＪＲ
仙台駅の東西自由通路において宮管単独のイベントを開催する方向で、今後、実現性を調査して進め
ることとし、一同了承した。

⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）及び技能検定試験決算報告
　白戸工事部次長より、平成31年１月13日～ 14日に実施した技能向上訓練の学科講習会、同じく１
月19日～ 20日に実施した実技講習会の各受講者数と収支結果、及び平成31年２月６日～８日に実施
した技能検定実技試験の受検者数と収支結果等が報告され、一同了承した。

⑦平成31年新年祝賀会決算等報告
　千葉総務課長より、首題祝賀会の出席者及び収支決算等について報告され、一同了承した。

⑧嘱託員の人事について
　吉田専務理事より、嘱託員の内、平成31年３月31日をもって雇用契約期間が満了する４名について、
２名は４月１日から１年間延長（更新）し、２名は雇用契約を終了することが報告され、一同了承した。
　また、仙台市水道修繕受付センター業務の現地調査を委嘱している組合員の内、１名を平成31年４
月１日付けで嘱託員として直接雇用する件が諮られ、一同了承した。
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※協議事項
①全管連表彰該当候補者の推薦について
　千葉総務課長より、平成31年度の首題表彰候補者として、役員２名と組合員６社から推薦された従
業員９名を申請したい旨が説明され、一同了承した。
※その他
①全管連第59回通常総会・全国大会への参加について
　吉田専務理事より、平成31年７月３日に鹿児島市で開催が予定されている首題の大会について説明
されるとともに、役員の参加について、後日あらためて事務局より都合の確認を行うこととした。

②平成31年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　吉田専務理事より、５月27日に予定している総会に向けた今後のスケジュール等について説明され、
一同了承した。

③春季労使交渉について
　吉田専務理事より、今春の労使交渉の主なスケジュール等が説明され、一同了承した。
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○退職
【平成31年３月31日付】
　修繕センター部センター長〔嘱託員〕　　佐藤　悟朗
　修繕センター部南エリア担当〔嘱託員〕　遠藤　昭市

○採用
【平成30年12月３日付】
　髙橋　嘉美　資材部営業課営業係〔嘱託員〕

【平成30年12月10日付】
　冨田　洋介　資材部営業課営業係
　石川侑里佳　工事部調整課調整係
　沼田　晃平　修繕センター部南エリア担当

【平成31年４月１日付】
　浜沢由希乃　総務部総務課総務係
　加藤　　大　資材部管理課管理係
　阿部　　力　修繕センター部北エリア担当〔嘱託員〕
　

○異動　（　）内は前職
【平成31年４月１日付】
　大友　一夫　修繕センター部センター長（修繕センター部副センター長）〔嘱託員〕
　佐々木新一　 修繕センター部副センター長兼南エリア担当課長事務取扱（修繕センター部北エ

リア担当課長）
　鹿又　政人　修繕センター部東エリア担当課長（修繕センター部南エリア担当課長）
　升澤　　健　修繕センター部南エリア担当係長（資材部営業課営業係長）
　千葉　政司　修繕センター部北エリア担当係長（修繕センター部北エリア担当係）
　沼田　晃平　修繕センター部北エリア担当（修繕センター部南エリア担当係）
　佐瀨　昌弘　工事部工事課工事係長（工事部工事課工事係）

職員の人事

冨田氏 石川氏

浜沢氏

沼田氏

加藤氏

髙橋氏

阿部氏
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　　社長業１年を経過して思う事

㈱ユーワ技研　代表取締役社長
宮城県管工業協同組合
上下水道委員　金　来　和　広

　私事ではありますが、昨年の11月で代表取締役就任１年を迎えました。この１年を振り返りますと、

希望・不安・迷走・反省の連続で私にとっては激動の１年となってしまいましたが、従業員・諸氏・

各社の先輩たちの支えにより、今日を無事に迎える事ができております。

　しかし、まだまだ先代社長（現会長）との差を、自分でも“ある”と感じております。（釣りの腕

前とゴルフのスコアでは何とか勝つことは出来ましたが…）

　今後も人間死ぬまで勉強と言う会長の忠言を糧にし、釣りやゴルフ、現場代理人時代に培った忍耐

力を活かし、数年後には会長と比べられても遜色ない社長、人間となる事を目標としておりますので、

青年部並びに組合の先輩の皆様、かわいがって（＊お酒とゴルフは弱いです）いただければと思いま

すので、どうかこれからもよろしくお願いいたします。

投　稿
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広瀬橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　広瀬橋は、仙台市青葉区の定義に繋がる熊沢林道（東北森林管理局）にある橋です。国道48号線の
国土交通省の除雪ステーションの脇を入ったところが熊沢林道の入り口で、林道に入って間もなくの
ところにあります。長さ18メートル、幅員４メートルで、昭和46（1971）年に完成しました。広瀬橋
を超えたところに、一般通行禁止の看板があります。
　「広瀬橋」という名前の橋は、広瀬川の下流（仙台市若林区の国道４号線上）にもありますが、そ
ちらの方が市街地に近いこともあり、知名度が高いです。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291
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 「木
こ

の下
も と

に雨
あ め

漏
も

る」
（あの木なら大丈夫だろうと思って雨宿りしたら、雨が漏れてきたという意から）頼りにしてい
たものが頼りにならず、あてが外れることのたとえ。「頼む木の下に雨漏る」ともいう。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　献　身（　　　　　）
２　献　血（　　　　　）
３　献　呈（　　　　　）
４　献　立（　　　　　）
５　献　杯（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　水道の蛇口から水のシズクが落ちる。　　　　　　　（　　　　　）
２　モメンの服を着る。　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　犯人をツカマまえる。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　意表をツかれる。　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　ひものハシに飾りを付ける。　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　天　下（　　）免　　　　　２　好　機　到（　　）

※解答は40頁です。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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編集歳時記
（2019年若草号№484）

　まもなく平成の時代が終わろうとしている。

　昭和64年１月７日だったろうか、昭和天皇が崩御され、新元号「平成」と書いた紙を、時の官房長

官だった小渕さんが、その手を上下にして掲げたシーンの映像が、私の脳裏には今も鮮明に残ってい

る。

　「平成」とはどんな時代だったろうか？　

　情報分野ではアナログからデジタルへ、そして今やＡＩの時代である。テレビはブラウン管から液

晶へ、そして４Ｋ、８Ｋへ、通信手段はポケベルから携帯電話、そしてスマホへ。まったく便利になっ

たものである。

　一昔前は、気のある女の子と連絡を取りたいと思うと、まずはその子の家に電話をかけることから

始まる。親のいない時間を想定して、その子が受話器を取るであろう時間を見計らって電話を掛け

る。

　しかし、運悪くご両親が電話に出ると、後はもうしどろもどろである。

　ましてや、お父さんが出たときには、もう即座に「すいません、間違えました」と言って受話器を

おろしてしまうようなこともたびたび。

　でも、今や電話番号（これも古い）やアドレスがゲットできれば、直接、本人と連絡がとれてしま

う。・・・・いやいや、いい時代になったものだ。（笑）

　私が思うに、平成とは社会の流れが「集団」から「個人」になった時代のような気がする。良くと

らえれば、社会福祉の充実や個性尊重が進んだ時代と思えるが、反面、個人主義が進みすぎて、協調

性に乏しくなった時代だなあと思う。

　もちろん、「平成」時代が悪いと思っているわけではない。

　交通や買い物は便利になったし、住環境もよくなったし、生活レベルは格段に向上したことは間違

いない。

　「平成」という文字があらわす様に「平成」という時代は大きな争いごともなく平和な時代だった

と思うが、どこか気持ちの中では昭和に比べて冷たい時代に感じてしまうのは年のせいだろうか。

　これから新元号で新しい時代が始まる。次世代の子供たちにとって暖かく平和な時代になるよう祈

らずにはいられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪田　達映（坪田工業㈱）

飯野坂 1丁目 1番 14 号
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．けんしん　２．けんけつ　３．けんてい　４．こんだて　５．けんぱい

二．　１．滴　　２．木綿　　３．捕　　４．突　　５．端

三．　天下御免（てんかごめん）
　　　　だれはばかることのない言動が公認されている様子。

　　　好機到来（こうきとうらい）
　　　　絶好の機会が来ること。類義語：時節到来、時機到来

宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　大　泉　雄　介　（㈱ 北 栄 工 業 所　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
常勤理事　藤　井　秀　男

編集・発行


